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「岩手県土砂災害警戒情報システム」で
情報をリアルタイムに確認できます

土石流危険渓流
土石流被害をもたらす恐れのある渓流

土石流危険箇所
土石流危険渓流より発生した土石流が危険を及ぼす箇所

急傾斜地崩壊危険箇所
がけ崩れにより人的災害を起こす危険のある箇所

地すべり危険箇所
地すべりが発生する恐れのある区域のうち、河川、道路、
公共施設、人家等に被害を与える危険のある箇所

土砂災害の種類 避難時の注意　崖崩れ（急傾斜地の崩壊）、土石流、地すべりの土砂移動
現象が発生して被害を受けることを土砂災害といいます。

　被害をできるだけ少なくするために、自分や家族を守る
「自助」と、地域や身近にいる人同士が助け合う「共助」が
重要となります。注意点を理解しておきましょう。

土砂災害警戒区域等について
　土砂災害警戒区域、土砂災害特別警戒区域
以外にも、土砂災害発生の危険性のある箇所
があります。

　土砂災害警戒区域以外の箇所でも土砂災害発生
の可能性があります。自宅周辺の斜面や渓流、避難
場所などをよく確認しましょう。

安全で動きやすい服装
●ヘルメットや防災ずきんなどで、頭を保護しましょう。
●裸足で避難せず、紐が着いた脱げにくい運動靴で避難しま
しょう。長靴は水が溜まると、かえっ
て動きにくく、速やかな避難ができな
くなります。

声をかけあって避難
●逃げ遅れがないか、互いに声をかけて、一緒に避難しましょう。
●単独行動はできるだけ行わず、複数人
で行動しましょう。

●洪水時は、はぐれないように腰にロー
プを巻き付けて避難しましょう。

土砂災害警戒区域
住民等の生命・身体に危害が生ずるおそれのあると認められた土地の区域

感染症対策
避難所では、密閉・密集・密接の「３密」の状態になることが予想されます。マスク着用や手の消毒を行いながら過ごしましょう。また、体
調がすぐれない場合は、無理に避難所へ行くのではなく、自宅の安全な場所や親戚や知人の家などに避難しましょう。

足元に注意
●ガラスが飛び散っていたり、段差につまずいたりする危険があ
ります。

●水の流れが速い場所は近づかず、別の場所を通るようにしま
しょう。20cm（足首）～50cm
（大人のひざ上）以上の浸水箇
所を通るのは大変危険です。

要配慮者の安全を確保
●高齢者などの支援が必要な人は、車いすや背負いながらの
避難をするようにしましょう。

●情報を伝えるときは、身振りを大きくして、はっ
きりした声で伝えましょう。

●  洪水時、小さな子どもには浮き輪をつけると安
心です。

共 助

自 助

土砂災害特別警戒区域
建築物に損壊が生じ、住民等の生命または身体に著しい危害が生
ずるおそれがある土地の区域

地中にしみ込んだ水分によって、やわらかくなった土
が、雨や地震などの影響によって急激に斜面が崩れ落
ちることをいいます。崖崩れは突然起きるため、人家
の近くで起きると逃げ遅れる人も多く、大きな被害と
なります。
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山腹・川底の石や土砂が長雨や集中豪雨などによっ
て一気に下流へと押し流されることをいいます。その
流れの速さは規模によって異なりますが、時速20～
40kmという速度で一瞬のうちに家や畑などを壊滅さ
せてしまいます。

土石流
川の水位が
急に下がる

・急に水が濁る
・流木が混じる

・異常な山鳴り・地鳴り
・ 木の騒ぐ音・山の裂け
る音がする
・腐った土のにおいがする
・流木が混じる

土石流発生

斜面の一部あるいは全部が、地下水の影響などによっ
てゆっくりと斜面下方に移動する現象のことをいいま
す。一般的に大量の塊が移動するため、甚大な被害を
及ぼします。一旦動き出すと、完全に停止させること
は非常に困難です。
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ひび割れ・段差ができる 斜面にひび割れが入る
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急傾斜地の高さの2倍以内
（ただし50mを超える場合は50m）
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防災情報の入手方法
　災害発生時には、早く正確な情報が欲しい
ものです。有事の際に防災情報が受け取れる
よう、普段から準備をしておきましょう。

テレビ
テレビのリモコンの「d ボタン」を押すことで、
データ放送に切り替えとなり、テレビ画面上で
防災情報を入手できます。

ラジオ・緊急告知ラジオ
【市販ラジオの場合】
災害情報については、奥州エフエム放送番組内
において、市の指示による緊急情報が流れます。

【緊急告知ラジオの場合】
通常時は、市販ラジオと同様の仕様ですが、緊
急時には自動起動装置が作動し、電源を入れて
いなくても動作するシステムとなっています。

市民生活総合支援アプリ
「ぽちっと奥州」
奥州市からの行政情報等、重要なお知らせを簡単
に入手できます。
●スマートフォン・タブレット端末対応

いわてモバイルメール
防災・災害情報や観光情報等の行政情報を電子メールで配信するサー
ビスです。
●  スマートフォン・タブレット端末・携帯電話等（メールアドレスを所
有しているもの）対応

いわてモバイルメールＵＲＬ　http://www.highway.pref.iwate.jp/mobile/

たんコメ（奥州・金ケ崎地域の情報メール配信サービス）
●  スマートフォン・タブレット端末・携帯電話等（メールアドレスを所有して
いるもの）対応
たんコメＵＲＬ　https://www.tankome.jp/agriMob/pubUserNewRegister.do

◀バーコードリーダーなど
で読み取って、アプリをダ
ウンロードしてください。

android用 iPhone 用


